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研修のね ○パフォーマンス ○行動タイプ別コ ○ケーススタディ ○意識改革の必要 ○コーチング効果 ○改善小集団の編

らい、ス コーチングとは ーチング手法 を通じてロープレ なリーダーとメン と成果を測定する 成、改善テーマの

ケジュー ○成功するコーチ ○ＤｉＳＣによる 形式により演習 バー○メンタリン 必要性 設定、改善計画の
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えなどに ○コーチング基本 ○リーダー演習 の実際 測定手法 指導、改善活動の

ついて注 スキルの演習 ○効果的リーダー ○戦略的メンタリ ○パフォーマンス 評価など実際の活

意し、価 ○メンター、メン シップを発揮する ングモデルとは？ を 高 め る に は ・ 動についてご指導

値観を共 タリングとは ための演習 ○メンタリング演 ・？ 致します。

有します ○効果的に動機付 習 ○パフォーマンス。

けを与えるための ○職場の意識改革 測定事例演習

演習

本研修の特徴

パフォーマンス・コーチング１
の４つの基本姿勢を身につけ
ます！

①自立／自律支援

②プラス志向

③イメージの創造

④協働環境の確立

これらの４つの基本姿勢はパフォーマ

ンスを引き出し、メンバーのやる気が生

まれ、コーチングの成果を最大限にする

原動力となります。

パフォーマンス・コーチング２
の４つの基本スキルを体得

！します

コーチングの基本は、相手のやる気と

可能性を引き出すことから始まります。

そのために必要な４つの基本スキルを豊

富な事例を通じてケーススタディ、ロー

ルプレイングで体得して頂きます。

基本スキル

①やる気と可能性を引き出す質問をする

②気持ち、心の動きを傾聴する

③心で観る

④支援していることを伝える

高業績のチームを生み出す３
支援型リーダーを育成し、
会社を変えます！

勝ち組への決め手は変化対応力と個別

対応力です。各組織のリーダーが中心に

なり高パフォーマンス型のチーム形成の

ためにリーダーシップを発揮することが

ポイントとなります。

支援型リーダー（メンター）の育成に

より、組織風土を革新し会社を変えるこ

とが可能となります。

４時間／回×５回＋オプション研修内容

研修の進め方

あどばる経営研究所命令や説得などのマネジメント手法はもう限界！
現場の意欲を引き出すコーチング技術が人を動かす！

講義の概要と講師の説明１

その日の講義の概要を講師がかいつまんで説明します。副

資料として資料集を見て頂きますが、講義及びテキストの

理解を深めて頂くために有効活用します。

基本演習２

各章の内容について、演習事例、ワークシートなどを用い

ながら、ロールプレイングにより演習し、知識をスキルに

変えていきます。

総合演習３

ケーススタディ主体で、実際の職場を想定したケーススタ

ディ資料によりコーチングの実践を演習により行います。

演習後の自己評価、他人評価を通じてコーチングスキルを

完成して頂きます。

討議と感想４

演習の結果を基にして、メンバー全員による討議を行いま

す。テキスト、資料集、会議の振り返りチェック、講師の

話を参考にして、受講生自身や会社・職場の現状認識や方

向性、具体的な解決策などをまとめて頂きます。

職場での実践と研修フォロー５

毎回の研修会で、自分の職場で実践して頂く個人課題が出

されます。これを自分の職場で実践して頂いた結果を次回

の研修会で発表して頂きフォローします。座学と実践を繰

り返すことにより、真の実務知識を身につけて頂きます。

 


